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～ 第３回検討ワークショップのテーマ ～ 

各施設の整備のあり方、整備内容を考えてみよう！ 
 

 箕面市中心市街地活性化基本計画では、箕面地区の整備コンセプトが掲げられてい
ます。 

 

 

 

 また、箕面地区の整備イメージとしては・・・ 
・駅前広場：バリアフリー、美観の向上と景観維持、広域交流回遊拠点 

・駐車・駐輪場：美装化、機能更新、アクセス改善 

・アーケード、街路：人々が集い、滞在できる空間づくり、バリアフリー化・緑化・

ストリートファニチャー設置・道路整備等（官民協働実施） 

 

 

 今回、整備の内容を検討する各施設には、それぞれ多様な役割があります 
 

①駅前広場が有する多様な役割 

・ 交通広場 

①交通処理（バス乗降場、タクシー乗降場、自家用車乗降場、タクシー駐車

場、歩道、車道） 

②付加的（キス＆ライド、パーク＆ライド、自家用車等の短時間駐車交通、

二輪車交通、長距離バスなどの交通） 

・ 環境広場 

①交流（憩い、集い、語らいの場、滞留スペース・プラザ・団体広場・・・） 

②景観（景観形成の場、緑・親水空間・シンボル施設・・・） 

③サービス（公共的サービス提供の場、トイレ・ポスト・電話ＢＯＸ、情報

提供の場、サイン・案内板・・・） 

・ 防災広場：防災活動拠点の場、一時的な避難所・救援等の活動拠点・・・ 

・ 都市核：都市の拠点形成の場、都市活動の中心の場として、周辺の各種都市

機能を支援・・・ 

 

②自動車駐車場が有する多様な役割 

・ 道路交通の改善 

道路交通容量の増大、沿道アクセスの向上、安全性の向上に対応 

・ 自動車利用者の利便性の向上 

・ 都市の健全な発展への寄与 

中心市街地・商業地区の活性化、共同駐車場による土地利用の効率化、都市

のイメージの向上 

自然とにぎわいと活力に満ちた、広域交流・商いの拠点の形成 
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③自転車駐車場が有する多様な役割 

・ 交通結節点周辺における端末交通手段としての自転車駐車需要への対応 

通勤・通学目的の自転車駐車需要（大量かつ長時間）、公共交通（バス路線

網）の不足・不定時性による 

・ 自転車利用増大への対応：健康、環境問題（クルマ社会からの脱却） 

・ 物販・サービス・拠点：レンタサイクル 

・ 目的施設の附置（商業施設等の利用者の自転車駐車需要への対応） 

買い物自転車の利便性向上 

施設の敷地内設置、共同駐車場（目的地が一定しない巡回型の商店街買い物

自転車への対応） 

 

④アーケードを含めた道路・街路が有する多様な役割 

・ 通 路 

人や物の動きのための通路・誘導、雨よけ・・・ 

・ 沿道利用 

店舗・施設・建物のアプローチ、沿道への出入り・・・ 

・ 環境空間 

オープンスペース、憩いの場・遊び場、景観、避難路・・・ 

・ 収容空間 

ライフライン、地域冷暖房・・・ 

 

 今日のワークショップは、①駅前広場検討グループ、②歩行者空間検討グループ 
の２つのグループに分かれて検討します。 

 ファシリテーターの話に沿って、前回までにまとめた課題を見ながら、それぞれ個
別施設について、より掘り下げて整備のあり方を探ってみましょう。 

 何か抜け落ちていること、不足していることは、ありませんか。 
 
 

【整備のあり方を整理する際のポイント】 
①どの役割を特に重視するのか ＝ どのような場所であるべきか？ 
②それぞれの役割をどこまで持たせるのか ＝ 施設のグレードは？ 
何を改善する？ 何を新たに整備する？ 何を取り除く？ 何を守る？ 
どこまで整備する？  

 
これらを押さえながら・・・ 
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～ 次回のワークショップは？ ～ 

 次回は、より具体的な整備イメージを共有する作業に入っていきます。 
 みなさん、忘れずに今日の資料も持ってきて下さいね！ 

 
  次回第４回は、 １０ 月 ３０ 日（ 月 ） １９：００ ～ ２１：００ 
    第５回は、１１月中旬から下旬にかけて行う予定です。 
 
 【メモ】 
                                         
 
                                         
 
                                         
 
                                         
  
                                         
 

 
 

～ワークショップの約束事（これだけは守ろう）～ 

その１… ワークショップは、参加者どうしが対等な立場で話し合ったり、学んだり、 
作業したりする「場」です。 
「みんなで協力して進む」気持ちを大切にしましょう。 

その２… 積極的に楽しむことが大切です。 
「楽しむ心は、創る心」です。まじめな遊び心を全開にしてみましょう。 

その３… リラックスです。無理に背伸びをせずに、等身大の「今のあなたのまま」で、

あなた自身の「想い」や「考え」を伝えましょう。 
その４… 思ったことやわからないことは、どんどん発言しましょう。あなたの一言が新

しい「気づき」につながり、話し合いを面白くしたり、より良いアイディアのき

っかけになるかもしれません。 
その５… 他の人の意見もしっかり聞きましょう。他の人の意見を聞くことで、自分の中

に新しいアイディアが生まれることにもつながります。 
 
 
 
 


